
─ 4 ─

業
績
の
推
移

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

0

300

600

900

1,200

（億円）

（百万円）

1,417

令和2年
3月末

令和3年
3月末

令和4年
3月末

　 地公体等公金 　法人 　個人

　コア業務純益

1,092

825

令和2年
3月期

令和3年
3月期

令和4年
3月期

令和2年
3月期

令和3年
3月期

令和4年
3月期

令和2年
3月期

令和3年
3月期

令和4年
3月期

（百万円）
　経常利益

（百万円）
　当期純利益

11,27011,270

8,210

2,594

464
11,41111,411

8,309

2,620

481

7,901

2,001
435
10,337

令和2年
3月末

令和3年
3月末

令和4年
3月末

（億円）

2,7542,754

2,0452,045

9,3489,348
8,5768,576
2,0162,016

9,0999,099

　国・地公体　　事業性　　個人ローン

4,5484,152

2,406
2,755

1,960

4,382

0

500

1,000

1,500

2,000

0

600

1,200

1,800

2,400

1,569
1,216

1,871

1,806

779

2,338

用語のご説明
コア業務純益
　預金や貸出金、為替業務など、銀行本来の業務から生まれる利益を表した業務純益から、「一般貸倒引当金繰入額」およ
び「国債等債券の損益」を除いたもので、より純粋な銀行本来の業務による利益です。
経常利益
　経常収益から経常費用を控除した利益で、銀行の経常的な事業活動によって生じた利益です。
当期純利益
　経常利益から、特別損益や法人税等などを調整した利益です。

■預金残高

　預金は、安定した取引基盤の拡充と預金の増強に積極的に取り組みました結果、前期末比141億円増加して1
兆1,411億円となりました。
　貸出金は、地域の事業者向け貸出や住宅ローンに積極的に取り組みました結果、前期末比249億円増加して
9,348億円となりました。

　コア業務純益は、資金利益および役務取引等利益が増加し、経費が減少しましたことから、前期比4億66百万
円増加して23億38百万円となりました。
　また、経常利益は、前期比3億88百万円増加して18億6百万円、当期純利益は、前期比2億66百万円増加し
て10億92百万円となりました。

■預金・貸出金の状況

■損益の状況

業績の推移

■貸出金残高


